
令和6年1月、能登半島地震が発生し、大きな被害となりました。
避難所における男女共同参画の視点が十分でなかったことから、女性や多様な人々のニーズが把握されない等の課題
があったことが報告されています。普段の地域防災活動に男女（みんな）の意見が反映されているか、男女共同参画
視点の避難所運営や女性防災リーダーの重要性について、一緒に考える講演会です。ぜひご参加ください。

日野市の地域防災の現状についての解説と、災害時の市民の皆様の自助・共助の大切さについて、日野市防災安全課の職員がお話します。

地域の防災活動に男女双方の多様な視点が生かされていま

すか？男女が共に地域防災や避難所運営に関わることで、

だれもが安心安全に過ごせる避難生活について参加者と一

緒に考えます。

NPO法人神奈川災害ボランティアネットワーク理事、社会福祉士、防災士。国内外

の難民や女性支援、外国人支援等に携わる。自らの被災経験から、自助・共助の実

践が必要と考え、東日本大震災をはじめ多くの被災地支援活動に従事。日々の子育

て経験を活かしながら、防災まちづくりや講演・研修会等を行うほか、被災者見守

り相談支援等にて活動。


